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花壇づくりのヒント１２か月 
１２月 花壇をデザインしてみよう 

 

初夏から秋にかけて花壇を彩ってきた花の見ごろが終わり、冬から春にかけて咲く花に植替える時期になりました。 

花苗に合わせて、「花壇づくりのヒント 12 か月 10 月」でご紹介した秋植え球根もまだまだ植えつけ時期です。 

華やかな春に向けて、花の色や形の取り合わせをイメージして花壇やプランターのデザインを楽しみましょう。 

 

  １．基本の植替えローテーション（年 2 回）  
 

1 年を通して、花が咲く花壇を楽しみたい場合は、年 2 回、1 年草を中心に植替えを行いましょう。暑

さに強い花（6～11 月）、寒さに強い花（12～5 月）の 2 シーズンに分けて構成します。 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2．四季を楽しむ植替えローテーション（年 3、4 回）  
 
もう少し頻度を上げて植替えが可能な場合は、暑さが和らぐ 9 月～10 月ぐらいに一部を秋の花に植

替えたり、3 月～4 月ぐらいに早春から楽しめる花を一部加えたりすると、四季を感じる華やかな花壇が楽

しめます。プランターの場合も基本は同じです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アンゲロニア、ジニア、ペンタスなど ストック、パンジー、キンギョソウなど 

ケイトウ、アカバセンニチコウ、コスモスなど マーガレット、オステオスペルマム、ペチュニアなど 
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3．色合わせ 
  

花の色は、花壇を印象づける大きな要素です。どんな色を合わせるかは人それぞれ、お好みで良いかと思

いますが、花壇デザインで活用しやすい配色理論は「ベース・サブ・アクセント」の考え方です。主役になるベ

ースを 60％、ベースとアクセントを結ぶサブを 30％、引き締め効果のあるアクセントを 10％程度で配色す

るとバランス良くまとまると言われています。 

また、ベース・サブ・アクセントを類似色（同系色）でまとめると、上品で優雅なイメージに、アクセントに

反対色（補植）を入れると、はっきりとした元気なイメージに仕上がります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4．葉物で色や形の変化を楽しむ 
 

花を楽しむ植物だけでなく、葉の色や形を楽しむ葉物（カラーリーフ）を活用すると、花壇が単調になら

ず立体感も演出できます。 

 

 

 

 

 

 

5. 草丈や花の大きさに変化をつける 
 

  

 

 

 

 

 

 

6．宿根草なども取り入れよう 
 

宿根草や花木を花壇に取り入れると、毎年同じ 

季節に花が楽しめて季節を感じられるとともに、季節  

ごとの植え替え面積を減らすことができます。 

 

 

１  
   

★今年も残りわずかとなりました。来年も花のある暮らしとなりますように！！ 

※資料は個人でのご活用に留めていただけますよう、よろしくお願いします。 

類似色（同系色）でまとめた花壇 反対色（補色）を使った花壇 

葉色の変化を楽しむ ふんわりした葉の質感がアクセント シャープなグラス類で引き締める 

花壇を見る方向を

意識して、奥に背の高

い植物を配置すると、

奥行きがでます。 

花の大きさを変えて

配置すると、同一色の

花壇でも、メリハリがで

ます。 

花木は花壇の奥に配置するなど、 

株が大きく育つスペースを確保しましょう 

 


